
 

連合協議会の会議結果報告 

 

１．会 議 名 松阪市飯高学校給食センター運営連合協議会 

２．開 催 日 時 平成 29年 6月 19日（月） 午前 9時 40分～午前 10時 30分 

３．開 催 場 所 飯高地域振興局 第二会議室 

４．出席者氏名 

（委 員）◎ 相口学、○ 西村久夫、谷口一弥、太田覚、 

      白玉幸一、長島直子 

(給食管理課)内山次生 

（事務局）高尾昭次、松本苑子、大久保順子 

 ◎委員長 ○副委員長 

５．公開及び非公開 公開 

６．傍 聴 者 数 0人 

７．担 当 

松阪市教育委員会給食管理課 

TFL 0598-61-1155 

FAX 0598-72-7312 

e-mail  kyuusyoku.div@city.matsusaka.mie.jp 

 

協議事項 

 １．平成 28年度決算報告について 

 ２．平成 28年度監査報告について 

 ３．平成 29年度役員選出について 

 ４．平成 29年度予算について 

５．その他 

 

議事録 

 別紙 

 

 

 



 

平成 29年度松阪市飯高学校給食センター連合協議会 

 

日 時  平成 29年 6月 19日（月） 

場 所  飯高地域振興局  午前 9時 40分～ 

 

事務局   それでは、松阪市飯高学校給食センター連合協議会に入らせていただきます。 

事項書に基づきまして進めてまいりたいと思います。 

最初に平成 29年度飯高学校給食センター連合協議会名簿 役員組織(案)について

説明させていただきます。10 ページをご覧ください。まず組織ですが、１3 ペー

ジの松阪市飯高学校給食センター連合協議会規約をご覧ください、そのなかで規

約第５条の組織に(飯高学校給食センター森調理場、宮前調理場管内の学校給食実

施校関係者で組織する)とございますので、先ほど委嘱させていただきました運営

委員の皆様で、規約第 3 条の趣旨にもとづき第 4 条の事業を行っていただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

続きまして、第７条の役員についてですが、事務局で今までの経緯等参考にい

たしまして、役員組織(案)を作成させていただきました。10 ページをご覧くださ

い。会長に宮前小学校校長 相口学先生、副会長に飯高中学校校長 西村久夫先生、

書記に宮前小学校ＰＴＡ代表の太田悟さん、会計に飯高中学校ＰＴＡ代表の白玉

幸一さん、監事(監査)に香肌小学校校長 谷口一弥先生、香肌小学校ＰＴＡ代表の

中上雅人さんを選任させていただきました。 

皆さんご承認よろしいでしょうか。 

 

委  員    異議なし。 

 

事務局    ありがとうございます。 

お認め頂きましたので、(案)を削除して下さい。 

これより議事は、相口会長に進めていただきます。 

     それでは、会長よろしくお願いいたします。 

 

会 長    会長を仰せつかりました、宮前小学校の相口です。よろしくお願いします。 

それでは、私の方で議事を進めてまいりたいと思います。 

事項書、平成 28年度決算報告について事務局の説明をお願いします。 

 

事務局     それでは、平成 28年度飯高学校給食センターの決算報告について説明させてい

ただきます。７ページをご覧ください。 

はじめに、収入の部ですが、前年度繰越金 730,118円、給食費 10,437,482円で、

その内訳としまして、香肌小学校 1,559,868 円、宮前小学校 4,417,401 円、飯高



中学校 4,150,696円、センター職員 309,517円となっています。 

次に、保存食用食材費 186,197円は、市からの委託料で、調理済みの給食を検体 

として 2週間冷凍保存するためのものです。 

次に、利息 26円、廃油手数料 2,000円となっています。廃油手数料 2,000円は多 

気町の(有)クリーンライフに売り渡すものです。収入合計 11,355,823円となります。

次に、支出の部ですが、パン代金で 433,175円、牛乳 2,215,031円、米代金 751,378

円、副食代金として 7,269,743円、支出合計 10,669,327円となりました。 

収入合計 11,355,823 円－支出合計 10,669,327 円＝残 686,496 円となり次年度へ

の繰越金となりました。以上、決算報告とさせていただきます。ご審議よろしくお

願いします。 

  

会 長    監査報告をお願いします。 

 

監査委員    9ペーシをご覧下さい。 

       平成 29年 5月 18日に松阪市飯高学校給食センターの平成 28年度会計収入支出

決算について監査を実施したところ、その執行状況会計書類は適正でありました

ので、報告いたします。 

監事代表 谷口一弥 以上です。 

 

会 長    説明が終わりました。 

     何かご意見ございませんか。 

 

委 員   異議なし 

 

会 長   ありがとうございます。委員皆さんの挙手をお願いします。 

 

委 員   全員挙手 

 

会 長   ありがとうございます。 

平成 28年度飯高学校給食センター連合協議会会計決算は可決しました。 

次に、平成 29年度飯高学校給食センター予算(案)について事務局の説明をお願 

いします。 

 

事務局   それでは、平成 29年度飯高学校給食センター予算(案)について説明させていただ

きます。１１ページをご覧ください。 

平成 29年度飯南学校給食センター連合協議会予算(案)について説明させてい   

     ただきます。収入の部ですが、前年度繰越金 686,496円、給食費 9,840,941円で、 

内訳は、低学年 2,454,441 円、高学年職員含んで 3,562,900 円、中学生は職員含



んで 3,823,600円、市委託料 186,197円で、収入合計 10,713,634円です。 

      支出の部ですが、主食 1,182,832円、内訳として低学年 261,631.44円、高学年 

職員含んで 435,444.84円、中学生は職員含んで 485,755.20円,次に牛乳 1,885,804

円で、内訳として低学年 486,944.70円、高学年職員含んで 699,429.66円、中学生

は職員含んで 699,429.66 円次に、副食は合計で 6,755,101 円です。内訳として低

学年 1,702,090.32 円、高学年職員含んで 2,421,547.50 円、中学生は職員含んで

2,631,463.14円です。 

     保存食用食材費として、186,197円、予備費として 703,700円で、支出合計 

10,713,634円です。 

     また、平成 29年度の給食実施回数は、宮前調理場で 196回、森調理場で 186回 

予定しています。 

平成 29年度の給食費は、昨年同様小学校低学年 4,000円、1食単価 240円、小学 

校高学年 4,100円、1食単価 246円、中学校は 4,400円、1食単価は 264円となって

おります。 

 (給食費は、年間 183回を基本としています。) 

ご審議よろしくお願いします。 

      

会 長  説明が終わりました。 

     平成 29年度飯高学校給食センター予算(案)についてご質問あればお願いします。 

 

委員     ６年前に給食費を値上げし、それから据え置きですが今年度もこの予算でやって

いけるのでしょうか。 

 

参事     センターによってメニューは違いますが、肉の種類を変えたり、部位を変えた

り、野菜を増やすなど、工夫しています。子どもたちにとっては良い状態とは言

えないので、給食費の値上げも検討していきたいと考えています。 

      アンケートを子どもたちに書いてもらって、今後の会議に反映していきたいと

考えています。 

 

委員    地産地消は金額的にはどうですか。 

 

事務局   野菜など高いことはないです。 

 

委員    未収金はありますか。 

 

事務局   ありません。 

 

委員    パンは必ず食べなくてはいけないのですか。 



 

事務局   揚げパンは子どもたちに大人気で、いろいろな給食を提供することから考える

と、金銭的なことだけではなく、パン食も必要かなと思っています。 

 

会 長   平成 29年度飯高学校給食センター予算(案)について、他にありませんか。 

   

委 員   異議なし 

 

会 長   ありがとうございます。 

      委員皆さんの挙手をお願いします。 

  

委 員   全員挙手 

 

会 長   ありがとうございます。 

平成 29年度飯高学校給食センター予算(案)は可決しました。 

予算の(案)の削除をお願いします。 

     

   

会長     その他ですが、何かございませんか。 

       事務局ありませんか。 

 

事務局    特にございません。 

 

会 長    無いようですので、これをもちまして、飯高学校給食センター連合協議会を終

わります。今後とも飯高学校給食センターの運営につきましてよろしくお願いし

ます。ありがとうございました。 


